
(57)【要約】

【課題】　フィン表面熱伝達率の可及的向上を可能なら

しめるとともに、蒸発器として作用させた場合のドレン

排出を良好ならしめる。

【解決手段】　偏平管からなる伝熱管１，１・・と、該

伝熱管１，１・・における偏平面１ａ，１ａ・・間に接

合配置されるコルゲートフィン２，２・・とによって構

成された熱交換器において、前記各コルゲートフィン２

に、前記伝熱管１，１・・における偏平面１ａ，１ａ・

・に対して直交する方向に延びるスリット３，３・・を

形成し且つ該各スリット３の両側に位置するフィン面を

屈曲させて山部４，４・・および谷部５，５・・を交互

に形成して、前縁効果が強調され、フィン表面熱伝達率

が大幅に向上するようにしている。

【選択図】　　　　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
偏 平 管 か ら な る 伝 熱 管 （ １ ） ， （ １ ） ・ ・ と 、 該 伝 熱 管 （ １ ） ， （ １ ） ・ ・ に お け る 偏 平
面 （ １ ａ ） ， （ １ ａ ） ・ ・ 間 に 接 合 配 置 さ れ る コ ル ゲ ー ト フ ィ ン （ ２ ） ， （ ２ ） ・ ・ と に
よ っ て 構 成 さ れ た 熱 交 換 器 で あ っ て 、 前 記 各 コ ル ゲ ー ト フ ィ ン （ ２ ） に は 、 前 記 伝 熱 管 （
１ ） ， （ １ ） ・ ・ に お け る 偏 平 面 （ １ ａ ） ， （ １ ａ ） ・ ・ に 対 し て 直 交 す る 方 向 に 延 び る
ス リ ッ ト （ ３ ） ， （ ３ ） ・ ・ を 形 成 し 且 つ 該 各 ス リ ッ ト （ ３ ） の 両 側 に 位 置 す る フ ィ ン 面
を 屈 曲 さ せ て 山 部 （ ４ ） ， （ ４ ） ・ ・ お よ び 谷 部 （ ５ ） ， （ ５ ） ・ ・ を 交 互 に 形 成 し た こ
と を 特 徴 と す る 熱 交 換 器 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 山 部 （ ４ ） ， （ ４ ） ・ ・ と 谷 部 （ ５ ） ， （ ５ ） ・ ・ と を 、 前 記 各 ス リ ッ ト （ ３ ） に 関
し て 空 気 流 れ 方 向 （ Ｗ ） に 対 応 さ せ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 熱 交 換 器 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 ス リ ッ ト （ ３ ） ， （ ３ ） ・ ・ を 、 前 記 伝 熱 管 （ １ ） の 偏 平 面 （ １ ａ ） に お け る 幅 方 向
に 繰 り 返 し 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ お よ び ２ の い ず れ か 一 項 記 載 の 熱 交 換 器 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 各 伝 熱 管 （ １ ） の 偏 平 面 （ １ ａ ） に は 、 上 下 方 向 に 連 続 す る ド レ ン 排 出 用 の 溝 （ ６ ）
を 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 、 ２ お よ び ３ の い ず れ か 一 項 記 載 の 熱 交 換 器 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 各 コ ル ゲ ー ト フ ィ ン （ ２ ） お よ び 前 記 各 伝 熱 管 （ １ ） に は 、 水 は け 性 を よ く す る 表 面
処 理 を 施 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 、 ２ 、 ３ お よ び ４ の い ず れ か 一 項 記 載 の 熱 交 換 器
。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 願 発 明 は 、 コ ル ゲ ー ト タ イ プ の 熱 交 換 器 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 空 気 調 和 機 等 に お い て 使 用 さ れ る 熱 交 換 器 で あ っ て 、 偏 平 管 か ら な る 伝 熱 管 と 、 該 伝 熱
管 に お け る 偏 平 面 間 に 接 合 配 置 さ れ る コ ル ゲ ー ト フ ィ ン と に よ っ て 構 成 さ れ た コ ル ゲ ー ト
タ イ プ の 熱 交 換 器 は 従 来 か ら 良 く 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 上 記 構 成 の コ ル ゲ ー ト タ イ プ の 熱 交 換 器 に お い て 、 省 エ ネ を 目 的 と し た 性 能 向 上 の 要 求
が あ り 、 こ の よ う な 要 求 に 対 処 す る た め に 、 コ ル ゲ ー ト フ ィ ン に 、 流 体 の 流 入 方 向 に 対 し
て 斜 め 方 向 に 切 り 起 こ さ れ た ル ー バ を 形 成 し た も の が 提 案 さ れ て い る （ 特 許 文 献 １ 参 照 ）
。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 実 開 平 １ － １ ０ １ ０ ９ １ 号 公 報 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ て い る コ ル ゲ ー ト タ イ プ の 熱 交 換 器 の 場 合 、 コ ル ゲ ー ト フ ィ
ン の フ ィ ン 効 率 の 向 上 に 限 界 が あ る と と も に 、 蒸 発 器 と し て 作 用 さ せ た 場 合 に フ ィ ン 表 面
に 発 生 し た ド レ ン が フ ィ ン 表 面 に 滞 留 す る お そ れ が あ り 、 そ の 結 果 、 通 風 抵 抗 が 増 大 し 、
風 量 が 減 少 し て 性 能 低 下 を 招 く お そ れ が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 願 発 明 は 、 上 記 の 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 フ ィ ン 表 面 熱 伝 達 率 の 可 及 的 向 上 を 可
能 な ら し め る と と も に 、 蒸 発 器 と し て 作 用 さ せ た 場 合 の ド レ ン 排 出 を 良 好 な ら し め る こ と
を 目 的 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
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【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 願 発 明 で は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め の 第 １ の 手 段 と し て 、 偏 平 管 か ら な る 伝 熱 管 １
， １ ・ ・ と 、 該 伝 熱 管 １ ， １ ・ ・ に お け る 偏 平 面 １ ａ ， １ ａ ・ ・ 間 に 接 合 配 置 さ れ る コ ル
ゲ ー ト フ ィ ン ２ ， ２ ・ ・ と に よ っ て 構 成 さ れ た 熱 交 換 器 に お い て 、 前 記 各 コ ル ゲ ー ト フ ィ
ン ２ に 、 前 記 伝 熱 管 １ ， １ ・ ・ に お け る 偏 平 面 １ ａ ， １ ａ ・ ・ に 対 し て 直 交 す る 方 向 に 延
び る ス リ ッ ト ３ ， ３ ・ ・ を 形 成 し 且 つ 該 各 ス リ ッ ト ３ の 両 側 に 位 置 す る フ ィ ン 面 を 屈 曲 さ
せ て 山 部 ４ ， ４ ・ ・ お よ び 谷 部 ５ ， ５ ・ ・ を 交 互 に 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 の よ う に 構 成 し た こ と に よ り 以 下 の よ う な 作 用 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 即 ち 、 コ ル ゲ ー ト フ ィ ン ２ に 形 成 し た ス リ ッ ト ３ の 両 側 に 位 置 す る フ ィ ン 面 を 屈 曲 さ せ
て 山 部 ４ ， ４ ・ ・ お よ び 谷 部 ５ ， ５ ・ ・ を 交 互 に 形 成 し た こ と に よ り 、 前 縁 効 果 が 強 調 さ
れ 、 フ ィ ン 表 面 熱 伝 達 率 が 大 幅 に 向 上 す る こ と と な る 。 そ の 結 果 、 フ ィ ン 総 括 熱 伝 達 率 が
向 上 し 、 性 能 向 上 に 大 い に 寄 与 す る 。 ま た 、 コ ル ゲ ー ト フ ィ ン ２ が 斜 め 格 子 状 に 接 点 Ｐ ，
Ｐ ・ ・ を 有 す る こ と と な る た め 、 フ ィ ン 表 面 に 発 生 し た ド レ ン が 伝 熱 管 １ の 方 へ 流 れ 易 く
な る 。 そ の 結 果 、 ド レ ン の 排 出 性 が 向 上 し 、 蒸 発 器 と し て 使 用 し た と き の 性 能 低 下 を 抑 え
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 願 発 明 で は 、 さ ら に 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め の 第 ２ の 手 段 と し て 、 上 記 第 １ の 手 段
を 備 え た 熱 交 換 器 に お い て 、 前 記 山 部 ４ ， ４ ・ ・ と 谷 部 ５ ， ５ ・ ・ と を 、 前 記 各 ス リ ッ ト
３ に 関 し て 空 気 流 れ 方 向 Ｗ に 対 応 さ せ る こ と も で き 、 そ の よ う に 構 成 し た 場 合 、 前 縁 効 果
が よ り 一 層 強 調 さ れ る こ と と な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 願 発 明 で は 、 さ ら に 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め の 第 ３ の 手 段 と し て 、 上 記 第 １ 又 は 第
２ の 手 段 を 備 え た 熱 交 換 器 に お い て 、 前 記 ス リ ッ ト ３ ， ３ ・ ・ を 、 前 記 伝 熱 管 １ の 偏 平 面
１ ａ に お け る 幅 方 向 に 繰 り 返 し 形 成 す る こ と も で き 、 そ の よ う に 構 成 し た 場 合 、 コ ル ゲ ー
ト フ ィ ン の 伝 熱 面 積 を 大 き く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 願 発 明 で は 、 さ ら に 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め の 第 ４ の 手 段 と し て 、 上 記 第 １ 、 第 ２
又 は 第 ３ の 手 段 を 備 え た 熱 交 換 器 に お い て 、 前 記 各 伝 熱 管 １ の 偏 平 面 １ ａ に 、 上 下 方 向 に
連 続 す る ド レ ン 排 出 用 の 溝 ６ を 形 成 す る こ と も で き 、 そ の よ う に 構 成 し た 場 合 、 フ ィ ン 表
面 に 発 生 し 、 コ ル ゲ ー ト フ ィ ン ２ の 斜 め 格 子 状 接 点 Ｐ ， Ｐ ・ ・ を 伝 っ て 伝 熱 管 １ の 偏 平 面
１ ａ に 到 達 し た ド レ ン が ド レ ン 排 出 用 の 溝 を 介 し て 下 方 に 排 出 さ れ る こ と と な り 、 ド レ ン
の 排 出 性 が よ り 一 層 向 上 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 願 発 明 で は 、 さ ら に 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め の 第 ５ の 手 段 と し て 、 上 記 第 １ 、 第 ２
、 第 ３ 又 は 第 ４ の 手 段 を 備 え た 熱 交 換 器 に お い て 、 前 記 各 コ ル ゲ ー ト フ ィ ン ２ お よ び 前 記
各 伝 熱 管 １ に 、 水 は け 性 を よ く す る 表 面 処 理 を 施 す こ と も で き 、 そ の よ う に 構 成 し た 場 合
、 ド レ ン の 排 出 性 が さ ら に よ り 一 層 向 上 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 願 発 明 の 第 １ の 手 段 に よ れ ば 、 偏 平 管 か ら な る 伝 熱 管 １ ， １ ・ ・ と 、 該 伝 熱 管 １ ， １
・ ・ に お け る 偏 平 面 １ ａ ， １ ａ ・ ・ 間 に 接 合 配 置 さ れ る コ ル ゲ ー ト フ ィ ン ２ ， ２ ・ ・ と に
よ っ て 構 成 さ れ た 熱 交 換 器 に お い て 、 前 記 各 コ ル ゲ ー ト フ ィ ン ２ に 、 前 記 伝 熱 管 １ ， １ ・
・ に お け る 偏 平 面 １ ａ ， １ ａ ・ ・ に 対 し て 直 交 す る 方 向 に 延 び る ス リ ッ ト ３ ， ３ ・ ・ を 形
成 し 且 つ 該 各 ス リ ッ ト ３ の 両 側 に 位 置 す る フ ィ ン 面 を 屈 曲 さ せ て 山 部 ４ ， ４ ・ ・ お よ び 谷
部 ５ ， ５ ・ ・ を 交 互 に 形 成 し て 、 前 縁 効 果 が 強 調 さ れ 、 フ ィ ン 表 面 熱 伝 達 率 が 大 幅 に 向 上
す る よ う に し た の で 、 フ ィ ン 総 括 熱 伝 達 率 が 向 上 し 、 性 能 向 上 に 大 い に 寄 与 す る と い う 効
果 が あ る 。 ま た 、 コ ル ゲ ー ト フ ィ ン ２ が 斜 め 格 子 状 に 接 点 Ｐ ， Ｐ ・ ・ を 有 す る こ と と な る
た め 、 フ ィ ン 表 面 に 発 生 し た ド レ ン が 伝 熱 管 １ の 方 へ 流 れ 易 く な り 、 ド レ ン の 排 出 性 が 向
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上 し 、 蒸 発 器 と し て 使 用 し た と き の 性 能 低 下 を 抑 え る こ と が で き る と い う 効 果 も あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 願 発 明 の 第 ２ の 手 段 に お け る よ う に 、 上 記 第 １ の 手 段 を 備 え た 熱 交 換 器 に お い て 、 前
記 山 部 ４ ， ４ ・ ・ と 谷 部 ５ ， ５ ・ ・ と を 、 前 記 各 ス リ ッ ト ３ に 関 し て 空 気 流 れ 方 向 Ｗ に 対
応 さ せ る こ と も で き 、 そ の よ う に 構 成 し た 場 合 、 前 縁 効 果 が よ り 一 層 強 調 さ れ る こ と と な
る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 願 発 明 の 第 ３ の 手 段 に お け る よ う に 、 上 記 第 １ 又 は 第 ２ の 手 段 を 備 え た 熱 交 換 器 に お
い て 、 前 記 ス リ ッ ト ３ ， ３ ・ ・ を 、 前 記 伝 熱 管 １ の 偏 平 面 １ ａ に お け る 幅 方 向 に 繰 り 返 し
形 成 す る こ と も で き 、 そ の よ う に 構 成 し た 場 合 、 コ ル ゲ ー ト フ ィ ン の 伝 熱 面 積 を 大 き く す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 願 発 明 の 第 ４ の 手 段 に お け る よ う に 、 上 記 第 １ 、 第 ２ 又 は 第 ３ の 手 段 を 備 え た 熱 交 換
器 に お い て 、 前 記 各 伝 熱 管 １ の 偏 平 面 １ ａ に 、 上 下 方 向 に 連 続 す る ド レ ン 排 出 用 の 溝 ６ を
形 成 す る こ と も で き 、 そ の よ う に 構 成 し た 場 合 、 フ ィ ン 表 面 に 発 生 し 、 コ ル ゲ ー ト フ ィ ン
２ の 斜 め 格 子 状 接 点 Ｐ ， Ｐ ・ ・ を 伝 っ て 伝 熱 管 １ の 偏 平 面 １ ａ に 到 達 し た ド レ ン が ド レ ン
排 出 用 の 溝 を 介 し て 下 方 に 排 出 さ れ る こ と と な り 、 ド レ ン の 排 出 性 が よ り 一 層 向 上 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 願 発 明 の 第 ５ の 手 段 に お け る よ う に 、 上 記 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ 又 は 第 ４ の 手 段 を 備 え た
熱 交 換 器 に お い て 、 前 記 各 コ ル ゲ ー ト フ ィ ン ２ お よ び 前 記 各 伝 熱 管 １ に 、 水 は け 性 を よ く
す る 表 面 処 理 を 施 す こ と も で き 、 そ の よ う に 構 成 し た 場 合 、 ド レ ン の 排 出 性 が さ ら に よ り
一 層 向 上 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 下 、 添 付 の 図 面 を 参 照 し て 、 本 願 発 明 の 好 適 な 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の 熱 交 換 器 は 、 図 １ な い し 図 ３ に 示 す よ う に 、 偏 平 管 か ら な る 伝 熱 管 １ ， １ ・ ・ と 、
該 伝 熱 管 １ ， １ ・ ・ に お け る 偏 平 面 １ ａ ， １ ａ ・ ・ 間 に 接 合 配 置 さ れ る コ ル ゲ ー ト フ ィ ン
２ ， ２ ・ ・ と に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。 符 号 ７ ， ８ は 上 下 ヘ ッ ダ ー で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 前 記 各 コ ル ゲ ー ト フ ィ ン ２ に は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 前 記 伝 熱 管 １ ， １ に お け る 偏 平 面
１ ａ ， １ ａ に 対 し て 直 交 す る 方 向 に 延 び る ス リ ッ ト ３ が 形 成 さ れ て お り 、 該 ス リ ッ ト ３ の
両 側 に 位 置 す る フ ィ ン 面 を 屈 曲 さ せ て 山 部 ４ ， ４ ・ ・ お よ び 谷 部 ５ ， ５ ・ ・ が 交 互 に 形 成
さ れ て い る 。 そ し て 、 前 記 山 部 ４ ， ４ ・ ・ と 谷 部 ５ ， ５ ・ ・ と は 、 前 記 ス リ ッ ト ３ に 関 し
て 空 気 流 れ 方 向 Ｗ に 対 応 せ し め ら れ て い る 。 ま た 、 前 記 伝 熱 管 １ の 偏 平 面 １ ａ に は 、 上 下
方 向 に 連 続 す る ド レ ン 排 出 用 の 溝 ６ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 上 記 の よ う に 構 成 さ れ た 熱 交 換 器 に お い て は 、 次 の よ う な 作 用 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 即 ち 、 コ ル ゲ ー ト フ ィ ン ２ に 形 成 し た ス リ ッ ト ３ の 両 側 に 位 置 す る フ ィ ン 面 を 屈 曲 さ せ
て 山 部 ４ ， ４ ・ ・ お よ び 谷 部 ５ ， ５ ・ ・ を 交 互 に 形 成 し た こ と に よ り 、 前 縁 効 果 が 強 調 さ
れ 、 フ ィ ン 表 面 熱 伝 達 率 が 大 幅 に 向 上 す る こ と と な る 。 そ の 結 果 、 フ ィ ン 総 括 熱 伝 達 率 が
向 上 し 、 性 能 向 上 に 大 い に 寄 与 す る と い う 効 果 が 得 ら れ る 。 ま た 、 コ ル ゲ ー ト フ ィ ン ２ が
斜 め 格 子 状 に 接 点 Ｐ ， Ｐ ・ ・ を 有 す る こ と と な る た め 、 フ ィ ン 表 面 に 発 生 し た ド レ ン が 伝
熱 管 １ ， １ の 方 へ 流 れ 易 く な り 、 ド レ ン の 排 出 性 が 向 上 し 、 蒸 発 器 と し て 使 用 し た と き の
性 能 低 下 を 抑 え る こ と が で き る と い う 効 果 も 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 し か も 、 前 記 山 部 ４ ， ４ ・ ・ と 谷 部 ５ ． ５ ・ ・ と を 、 前 記 ス リ ッ ト ３ に 関 し て 空 気 流 れ
方 向 Ｗ に 対 応 さ せ て い る た め 、 前 縁 効 果 が よ り 一 層 強 調 さ れ る こ と と な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
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　 ま た 、 伝 熱 管 １ の 偏 平 面 １ ａ に は 、 上 下 方 向 に 連 続 す る ド レ ン 排 出 用 の 溝 ６ が 形 成 さ れ
て い る の で 、 フ ィ ン 表 面 に 発 生 し 、 コ ル ゲ ー ト フ ィ ン ２ の 斜 め 格 子 状 接 点 Ｐ ， Ｐ ・ ・ を 伝
っ て 伝 熱 管 １ の 偏 平 面 １ ａ に 到 達 し た ド レ ン が ド レ ン 排 出 用 の 溝 ６ を 介 し て 下 方 に 排 出 さ
れ る こ と と な り 、 ド レ ン の 排 出 性 が よ り 一 層 向 上 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 と こ ろ で 、 前 記 各 コ ル ゲ ー ト フ ィ ン ２ お よ び 各 伝 熱 管 １ の 片 面 あ る い は 両 面 に 水 は け 性
を よ く す る 表 面 処 理 を 施 す の が 望 ま し い 。 こ の よ う に す る と 、 ド レ ン の 排 出 性 が さ ら に よ
り 一 層 向 上 す る こ と と な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 次 に 、 本 願 発 明 の 熱 交 換 器 を 構 成 す る コ ル ゲ ー ト フ ィ ン ２ に お け る 幾 つ か の 変 形 例 に つ
い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 変 形 例 １
　 図 ５ （ イ ） 、 （ ロ ） に は 、 本 願 発 明 の 変 形 例 １ が 示 さ れ て い る 。 こ の 場 合 、 上 述 の 実 施
の 形 態 に お い て 説 明 し た と 同 様 な 構 成 で あ っ て 、 ス リ ッ ト ３ が 、 伝 熱 管 １ の 偏 平 面 １ ａ に
お け る 幅 方 向 （ 換 言 す れ ば 、 空 気 流 れ 方 向 Ｗ ） に 繰 り 返 し 形 成 さ れ て い る 。 こ の よ う に す
る と 、 コ ル ゲ ー ト フ ィ ン ２ の 伝 熱 面 積 を 大 き く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 変 形 例 ２
　 図 ６ （ イ ） 、 （ ロ ） に は 、 本 願 発 明 の 変 形 例 ２ が 示 さ れ て い る 。 こ の 場 合 、 上 述 の 実 施
の 形 態 に お い て 説 明 し た と 同 様 な 構 成 の も の が ２ 段 繰 り 返 さ れ て い る 。 即 ち 、 空 気 流 れ 方
向 Ｗ に ３ 本 の ス リ ッ ト ３ ， ３ ， ３ が 形 成 さ れ て お り 、 こ れ ら の ス リ ッ ト ３ ， ３ ， ３ の 両 側
の フ ィ ン 面 が 屈 曲 さ れ て い る 。 こ の 場 合 、 最 上 流 側 の 山 部 ４ お よ び 谷 部 ５ が 最 下 流 側 の 谷
部 ５ お よ び 山 部 ４ と が そ れ ぞ れ 対 応 す る 一 方 、 上 流 側 か ら ２ 番 目 の 山 部 ４ お よ び 谷 部 ５ が
上 流 側 か ら ３ 番 目 の 谷 部 ５ お よ び 山 部 ４ と が そ れ ぞ れ 対 応 す る こ と と な っ て い る 。 こ の よ
う に す る と 、 前 縁 効 果 が よ り 一 層 強 調 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 変 形 例 ３
　 図 ７ （ イ ） 、 （ ロ ） に は 、 本 願 発 明 の 変 形 例 ３ が 示 さ れ て い る 。 こ の 場 合 、 上 述 の 実 施
の 形 態 に お い て 説 明 し た と 同 様 な 構 成 と さ れ て い る が 、 山 部 ４ お よ び 谷 部 ５ の 高 さ お よ び
深 さ が 空 気 流 れ 方 向 Ｗ と 直 交 す る 方 向 に お い て 不 規 則 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 変 形 例 ４
　 図 ８ （ イ ） 、 （ ロ ） に は 、 本 願 発 明 の 変 形 例 ４ が 示 さ れ て い る 。 こ の 場 合 、 前 述 の 変 形
例 ２ の も の が 空 気 流 れ 方 向 Ｗ に 複 数 繰 り 返 さ れ て い る 。 こ の よ う に す る と 、 コ ル ゲ ー ト フ
ィ ン ２ の 伝 熱 面 積 を 大 き く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 変 形 例 ５
　 図 ９ （ イ ） 、 （ ロ ） に は 、 本 願 発 明 の 変 形 例 ５ が 示 さ れ て い る 。 こ の 場 合 、 前 述 の 変 形
例 ３ の も の が 空 気 流 れ 方 向 Ｗ に 複 数 繰 り 返 さ れ て い る 。 こ の よ う に す る と 、 コ ル ゲ ー ト フ
ィ ン ２ の 伝 熱 面 積 を 大 き く す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 図 １ 】 本 願 発 明 の 実 施 の 形 態 に か か る 熱 交 換 器 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 願 発 明 の 実 施 の 形 態 に か か る 熱 交 換 器 に お け る 要 部 拡 大 正 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 願 発 明 の 実 施 の 形 態 に か か る 熱 交 換 器 に お け る 要 部 拡 大 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 願 発 明 の 実 施 の 形 態 に か か る 熱 交 換 器 に お け る コ ル ゲ ー ト フ ィ ン の 要 部 拡 大 斜
視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 願 発 明 の 実 施 の 形 態 に か か る 熱 交 換 器 に お け る コ ル ゲ ー ト フ ィ ン の 変 形 例 １ を
示 す も の で あ り 、 （ イ ） は 平 面 図 、 （ ロ ） は 正 面 図 で あ る 。
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【 図 ６ 】 本 願 発 明 の 実 施 の 形 態 に か か る 熱 交 換 器 に お け る コ ル ゲ ー ト フ ィ ン の 変 形 例 ２ を
示 す も の で あ り 、 （ イ ） は 平 面 図 、 （ ロ ） は 正 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 願 発 明 の 実 施 の 形 態 に か か る 熱 交 換 器 に お け る コ ル ゲ ー ト フ ィ ン の 変 形 例 ３ を
示 す も の で あ り 、 （ イ ） は 平 面 図 、 （ ロ ） は 正 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 願 発 明 の 実 施 の 形 態 に か か る 熱 交 換 器 に お け る コ ル ゲ ー ト フ ィ ン の 変 形 例 ４ を
示 す も の で あ り 、 （ イ ） は 平 面 図 、 （ ロ ） は 正 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 願 発 明 の 実 施 の 形 態 に か か る 熱 交 換 器 に お け る コ ル ゲ ー ト フ ィ ン の 変 形 例 ５ を
示 す も の で あ り 、 （ イ ） は 平 面 図 、 （ ロ ） は 正 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 １ は 伝 熱 管
　 １ ａ は 偏 平 面
　 ２ は コ ル ゲ ー ト フ ィ ン
　 ３ は ス リ ッ ト
　 ４ は 山 部
　 ５ は 谷 部
　 ６ は 溝
　 Ｐ は 格 子 状 の 接 点
　 Ｗ は 空 気 流 れ 方 向
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【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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